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( 1 ) 与式 = - 5 t 7

こ 2
m

(2 ) 与式 = ( -12 ) × 沉
= - 9
m

( 3) 与 式 = 7 + 10

= 17
～

( 4 ) 5 式 = 3 3 B
= 503
m

( 5) 与 式= 9 a 2 x ( - 2 b )

= - 18abmm

( 6 ) 与 式 = 15 x t 6 y - 12 x + 4 y
= 3 x tloyuun

[2 ]

( 1 ) 5 x - 6 = 2xt 3

3 x = 9

: . x =
3～



( 2 ) { 2x ty = 5
ー ①

x - 2 y = 5 ー ②
① × 2 ←② より x = 3 を ② に 代入 して

4 x t 2 y = 10 3 - 2 y = 5

x - 2 y =5 ー
2 Y =2

5 x = 15 : ∴y =
- 1

x = 3 よ , て
x

= 3 .
y
= - 1

mm～

(3) 与式 = x - 9
～

(4 ) 年 式 = (x + 5 )(x- 3 )
～

( 5 ) 解 の 公式 より

- 5 ± √ 52 - 4 × 2 x 1

x =

2 × 2

選
( 6 ) 5'

=

5 ,
M
"

-

1 より

√5 cncr π * 5 ansl

これをみたすいは

n = 3
m

*: 32 = より 5 . 9 <19



( 7 )

BE に 対 する 円周角 と 中心角
より

∠ BOC = 2 < BAC
= 600

a BD に 対 する 円周角 と 中心角
より

LDOC = 2 LDEC

= 680

:Lx = 60 t68 = 128～

( 8 ) 1個 120 円 のメロ = パニが 10 %値上 がりした α

120 x ( 1 t 0 .

1 ) = 120 × 1
.

1

= 132 円

これを 3個買 たので

132 × 3 = 396 円
~m

( 9 )
OX 1 t 1 × 3 t 2 × 3 t 3 × 5 + 4 × 7 + 5× 2

了 : 平均値 =

20

=

O t 3 t 6 + 15 + 28 + 10

20

= 3
.

1 問
～

イ : デ ー タを 小 さい 順 に 並 べると
一

Ol 1 122233333444444455
人

中央値 = = 3問



ウ : 最頻値 : 最 も 頻度 が 高 い 値
。

グラなり 6 人 の4

よって 値 が最も 大 きいのは…

[ 3 ]

問 1

表と 箱 ひげ 国 より

ー

ー

ー

i 111 l

問 2

範囲 = 最大値 一最小値
= 30

.
7 - 22 .

7

= 8
.
0
'

cm

問 3

ア : 四分位範囲 = 第 3 四分位範囲 - 第 1 四分位範囲
2019 年 : 28. 1 - 25 .7 = 2 .

4
'

c

2020 年 : 29
.

4 - 26
.

6 = 2
.

8 '

c

2021 年 : 30
.

3 - 27. 0 = 3
.

3
'

c

2022 年 : 27
. 4 - 24

.

4 = 3
.

0
'

c

2021 年 の 四分位範囲 が最 も 大 きいので 誤 り



イ : 5 月 のデ ー タ
数は 31 であるの⑨

so " o 000 , 0? , oo 00000 ,
, 0o

下位デー ク 位デー タ

*

少 なくとも

25 c以下
中央値 = 26 . Oc

第 1 四分位数 = 24 .
4

c

25 c 以 下 の 日数 が 少 なくとも 8 日間 ある
。

よ
,
て
,

25
c以下 の 日数 は 7 日以上であり正 しい

ウ : 2022 年 の 最 大値 は 29
.
9
'

c なので
30

c

を 超 える 日 はない 。 よって 誤 り

ェ : 2019 年 では 平均値 7 中央値
～ .7

c

よって 誤 り
27 Oc

以上 より 答えは≤
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問 1 2 つのさ ∵ 3 を 投 げたとき
。

出 る 目 の 場合 の

数 は 6 × 6 = 36 通 り

よって 整数 n は 36 通 りできる
mm

問 2 n ≡ 55 となるのは ± " : 3 A が 5 以上
,

さこ 3 B が 5 以上 のときである
。

A が 5 のとき ⇒ B は 5
.

6 ⇒ 2通 り

A が 6 のとき ⇒ B は 1 ～ 6 ⇒ 6通 り



よって n ≡ 55 となる 出方 は 6 + 2 = 8通 り
以

ゆえに 求 める確率 は

Ʃ=36

問 3
.

n = " , 2 . 13 . 14 ,15①
21

.
22 ,23 , 24.259①

31
,
32

,
33
,
34 ,3539①

41
. 42 . 43 . 44 ,454② ①

51
,

52
,

53
,

54
,

55
,5690

61
,
62

,

63
,

64
,

65
.6690

このうち 3 の 倍数 となるのは 2 通 り
～

よって 求 める

確率 は

号為
[ 5 ]

問 1

プラン A では 1 分 あたり 50 円 かかるので x 分

通話 したときの 電話使用料金 Y 円 は

Y = 50 x
～



問 2
60 分 を 超 えた 分 は 1 分 あたり 40 円 なので

( 80 - 60 ) × 40 = 800 円

基本料金 が 2000 円 なので 、電話使用料金 は
800 ± 2000 = 2800 円

～～～

問 3
.

プラン A
, B

,

C のグラフは 以下 の 通 りり
Y

プラン A
プラン B

-3000 プラン C
^ 50c

: ,

2000

-

1000

225 学" bnvi
- ao.

2960
ー

( 0 20 30 40 。 。 。̂
∵
:1 しい 7x

85

3 つのグラフのうちプラ =
～

が 一番下 になってる 時間
を 求 める 。

⑦ y = 50 x と y = 2000 の 交点 なので 連立方程式 より

2000 = 50 x ⇒ x = 40

⑨ 60 ≤ x でのプラ = B の 直線 の 式 を

y = 40 x tb とおくと
,
( 60

,

2000 ) を 通 るので
2000 = 40 × 60 tb ⇒ b = - 400



よって y = 40 x - 400 と y = 2960 の 交点 な α で

2960 = 40 x - 400

40 x = 3360

x = 84

よ
, てプラン B が 最 も 安 くなる 通話時間 は
40 分 から 84 分 までの 間
～

C ]

問 し

連続 する 2 つの 偶数では 。 大 き 偶数 の 2 乗 から

小 さい 偶数 の 2 乗 をひいた 数 がどんな 数 に

なるか 調 べる
。

2
,
4 のとき 42 - 2

=

16 - 4 = 12

4
,
6 n とき 6

～
- 40 = 36 - 16 = 20

6, 8 αε き8 -
6

= 64 - 36 = 28

これらの 結果 から連続 する 2 つの 偶数 では
大 き 偶数の 2 乗 から 小 さ偶数の 2乗 をひた
数 は 4 の 倍数 となる
mm

問 2

n を 整数 とすると
,
連続 する 2 つの 偶数 は

2 n
.

2 n t 2 と 表 せる
。

大 き 偶数の 2 乗 から 小 さい

偶数 の 2 乗 をいいた 数 は
( 2n t 2 )

-
( 2 n ) <

= 4 n
t

8 n t 4- 4 n
2



= 8 n t 4

= 4 ( 2 n + 1 )

2 n t 1 は 整数 だから 4 ( 2n * 1 ) は 4 の 倍数である
。

したがって連続 する 2 つの 偶数 では 大 きい 偶数
の 2 乗 から 小 さ …偶数 の2 乗 をひた 数は 4 の

倍数 となる (証明終わり )
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∠ ABP = ILB より ∠ B α=等分線 を描 けば 良 い

A

忄
0

① p

A
B

明旺

C

[ 8 ]

問 1

関数 y = ax について
,

x = - 2 のとき Y = A × t 2 )
"

= 4a
mm ①

x = 1 のとき y = ax 1
.

= a

よって 変化 の 割合が 2 である : とから

2 =

はの増加量
x の 増加量

=)
=
- a ∴ a = - 2

～～②



問 2

点 A は Y = - 2 x
～
上 にあり

x

= - 2 なので

Y = - 2 × (-2 )
<

= - 8 ∴ A
(

- 2 .- 8 )

点 B は Y = - 2x
±

にあり x = いなので …

Y =
- 2 × 12

= - 2 : B ( 1
,

- 2 )

直線 AB の 式 を Y = mxtn とおくと 1次関数 では
傾 き = 変化 の 割合 なので

Y の 増加量
m =

x の 増加量
- 2 - ( - 8 )

=

1 - ( - 2 )

= 2

よ
,
て Y = 2 xtn で B ( 1 - 2 ) を通 るので

- 2 = 2 × 1 t h ⇒ h = - 4

したが 。
て 直線 AB の 式 は

yY = 2 x -
4
mm



問 3
ふ

直線 AB の Y 切 片 を C と

する。
C
( O , - 4 )

.

DOAB を OOAC CO

OCB に 分 けて 考える
。

1

DOAC = I × 4 × 2
_
4

C
= 4

O OCB = I × 4 × 1

= 2
… 8

よて OAB の 面積は 4 + 2 = 点

問 4
.

等積変形 を 用 いる
。

点 O を通 り AB に 平行 な

迫線 m をひく 。 平行 な

直線 は傾 きが 等 しので
Y = 2 x 卍

m : y =2. 傾 きが等 し
。

Y = 2x + 4 と
～

また 原点 を 通 る

直線 m と y = - 2
x

の

交点 を P とする
。



OOAB と OPAB で 底辺 を AB とすると高 さは 等 しい
ので 面積 も 等 しい 。よって , y = 2 x c y = -2

x

の 交点
を 求 めれば 良 い

。

y = 2x( y = -2 x.
① を ② に代入 して

2 x = - 2
x ⇒ xt x = 0

∴ .x (x + 1 ) = 0

∴ x = 0
.

- 1

点 P は 原点 と 異 なるので x座標 は 一 し

点 P は Y = 2 x 上 にあるので

y = 2
×

( - 1 )

=
- 2

よって P の 座標 は (- 1 - 2 )
～m
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問 1

AB /1 CD より 、同位角 が
等 しので
LOQD = LOPB

和 : C O PB = 1100

よて

LEPR = 180 -t 0 .

= 7mm



問 2

OREP CORBD におい

仮定 より

RP = RD 一 の

対角形 は 等 し… ので

∠ PRE =< DRB - ②

問 はり ∠ F R = 170. 仮定 より LBDR = 70なのでP

LERR =∠ BDR - ③

①
,

②
,
③ より 1 組 の辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ

等 しので O REP ≡ ORBD (証明終わり )

問 3
.

AB /1 CD より

1 OA : OC = OE = OQ

よって

③一 OE : 0 =√3 : L. p

ハ

⑨a = b = cid



L OQD と O OPB に

ついて QD / / PB より

同位角 が等 しので
ー LOQD = LOPB - ①

」
*√ L ODQ = LOBP ー②

①
,
② より 2組 の 角 が

それぞれ 等 しので OOQD ∞ 60 PB
.

相 似比 は OQ : OP = 1 : 3

相似 な 三 角形 の 面積比は 相似比 の 2乗 に

等 しので
OOQD : 0 OPB = 1: 2

= 1 に 3

よって

L OQD : DQD BP = 1 : 2

問2 より O REP ≡ ORBD なので 面積は 等しい

よて OOQD : OQDE = 1 : 2
～～

面積比



OOQD と OQDE で 底辺をそれぞれ OQ
,

QE と

すると
, 高 さが 等 しので 底辺比 は 面積比 と

等 しいよって

OQ : QE = OOQD : OQDE

= 1 : 2
mm
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問 1 0 OAB で 三平方 の 定理 より

OB =√32 √ 93= 2= 3

= 2√3cmm

問 2
ア : OABC で 三平方 の

定理 を 用いてみるとAC=√で
=ウ

三平方 の 定理 が 成 り 立 つ

ためには ∠ABC = 900

となる 必要 がある 。

よって 正 しい

ィ " LABC = 90 より AC を 直径 とする 円周 ± に m
～

点 B がある 。 よって正 しい ↳ し

B

直径 に対する
A

団 '

C 同 周角



ウ AB CCD , BCCDA は 平行 でないため⑨
□ ABCD は 台形 でない 。

I : OABC E OADC において

仮定 より

AB = AD - ①

BC = DC
- ②

共通 な 辺 は 等 しから
AC = AC - ③

0
,

② . ③ より 3 組 の 辺 がそれぞれ 等 いの

OABC ≡ OADC
.

対応 する 角 は 等 しから
LADC = LABC = 90

ょって 点 D は AC を 直径 とする 円周 上 にある
。

この 円 はイと 同一 の 円 なので 点 D は

3点AB , C

を 通 る 円 周 上 にある
。

以上 より 答えは点
さ

問 3

□ ABCD = LABC TO AD
<ABC = LADC

= ±× B × 2 t I ×B × 2
= 90 .

=
2√3 cm

:

よって 四角 す OABCD の 体積 は
2Bx 3 × 5 = 2 √3m～



問 4 .

ひもが 通 る 側面 の 展開 国 を 考 える

別

B
c..

ひもが 最短 ⇒ AC が直線 のとき

ここで 0 O AB について

AB : BO : AO = 3 : 2√3 : 3
2 ^ 3

= 3 : 6 : 3√3
2 ± 3

= 1 : 2 : B

よって 0 O AB は 30- 60- 90
~

の 直角三角形 である
。

0

。 な 国 のように □ APB をつくる
。

LPBA = 90- LABO

= 900 - 60
^

BA
%

……
or

%

00 .

C

= 300

< PAB = 1800 - 90~ - 30

= 600

よって OAPB は 30
-

60 ~ - 90
~

の 直角 三角形 である
。

:. TP : AB : PB = 1 : 2

:3 m



AP : √3 = 1 : 2 ⇒ 2 AP =B : AP3

√3 : PB = 2 : √3 . ⇒ 2 PB = 3 : PB 3
0

\ : . PC = 3 - 2 =2 cm
30

?

B楽…… ☆、
会一 2 Cx

ゆえに OAPC で 三平方 の 定理 より

AC ) )( P
ー

=√4

= * *√52 =2NB

=望
=VBcmmmm
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問 1

正 ≡ 角形 の 碁石 の 数 = 9 個 = 32 個
～

正 四 角の 碁 石 の 数 =個 = 個6 怒
～

よって 正五角形 の 碁石 の 数 は
m

52 = 25
個m

問 2
.

正 い 角形 の 碁石 の 数 は n 個
m一

問 3

正三角形
w

正四角形 正 の 角形
～

…

2 × 3 個
～ m

3 × 4個
～

( ^ - ) × n
個

m

～

( 3 ー リ
～

( 4 - 1 )
～

よって正 n 角形 の 碁石 の 数 が 870 個 なの

n ( h - 1 ) = 870 870 の 各位 の 和は

na - n - 870 = 0 8 t17 t 0 = 15

15 は 3 で 割 り 切 るので
( nt 29 )( n - 30 ) = 0 870 も 3 で 割 り 切 る

n = - 29
.

30 870 ÷ 3 =×o
n 0 より n = 30 . よって 正 ≡ 十角n

～ ↓
よて870 = 3 ×10×


